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　道林産課は，このほど昭和49年度

の本道におけるカラマツ材の流通状

態をとりまとめた。これによると，

年々順調な伸びを見せていたカラマ

ツ素材及び製材の流通量は大幅に落

ちこんでおり，いわゆるオイルショ

ック以後の木材・木製品の需要不

振，価格低迷の影響を見ることがで

きる。

　この調査は，44年度（45年度は調

査せず）以降実施しているもので，49年4月より50年

3月までの1ヵ年間に，多少にかかわらずカラマツ素

材及び製材を生産したすべての事業所を対象としてい

る。以下その主なる内容を紹介して参考に供したい。

  1． カラマツ素材

  1．1  生産量

　この1ヵ年間に，多少によらずカラマツ素材を生産

した事業所数は1,065で，48年度より125ヵ所増加して

いるが，100m3以上のカラマツ素材を生産した事業所

数では，逆に327から292に減少しており，事業所の小

規模化傾向をうかがわせる。これらの事業所で49年度

中に生産されたカラマツ素材の林野別量は第1表のと

おりであるが，総生産量は対前年比約15％の減となっ

ている。これは全量のほぼ8割を占める個人有林から

の生産量が，前年度の71％にとどまったことによるも

ので，オイルショック後の経済情勢に起因する木材・

木製品の需要，価格低迷によりカラマツ素材の生産も

抑えられたものと思われる。したがって，地域別に見

ても第2表のとおり，前年度に比らべわずかな生産増

となっている檜山・十勝の両支庁を除くすべての支庁

管内が生産減となっている。とくに，渡島・後志・空

知・上川及び日高の各支庁管内では前年度の60％以下

第1表　林野別カラマツ素材生産量（m3）

の生産量よりなく，なかでも，主産地の一つである上
川支庁管内の前年に引続く低減傾向が注目される。
　生産されたカラマツ素材の径級別割合は前年度と変
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第4表　素材の用途別・仕向先別・地域別出荷量（m3）

りなく，第3表のように依然として8～18cmが主体

をなし71％を占めているが，20cm以上の径級のもの

にわずかの減少傾向が見られる。

  1．2　生産材の用途別，仕向先別，地域別出荷量

　生産材の用途別，仕向先別，地域別の出荷量は第4

表のとおりである。

　用途別に見ると，年々着実に増加していた製材向け

の原木量が，建築需要の減少を反映して前年度の実績

を大きく下回り，全量に占める比率も36％に低下して

いる。また，従来から全用途に対する割合の減少傾向

にあった杭・足場丸太向けの出荷量が初めて前年度を

下回った。しかし，パルプチップ及び坑木向けの出荷

量は48年度を上回り，とくに前者は大幅に増え，製材

向けに匹敵するほどの出荷量となっ

ている。これは製材向けの需要減を

振替えたものと判断してよかろう。

　仕向先別出荷量を比率で見ると，

自家消費22.1％，直販39.3％，商社

・集荷業者扱い27.5％，道森連扱い

11.0％となっている。前年度に比較

して商社・集荷業者への出荷量が増

え，その他の仕向先への出荷量は減

っており，直販から商社・集荷業者

扱いへの移行傾向を示している。

　地域別には前年度までと同じく道

外移出量が減少の傾向を示している

ものの，全体に占める割合は1.7％

と微増している。

　2． カラマツ製材
　2．1　カラマツ挽き立て工場
　50年3月末現在における道内製材工場920工場のう
ち，17％の160工場でカラマツ材を挽き立てている。
これらの工場の出力規模別分布は第5表のとおりで，

第6表　カラマツ製材生産規模別工場数及び生産量

第5表　カラマツ挽立工場の規模別工場数
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小規模工場階層ほどカラマツ挽き立て工場数の比率が

高くなっている。また，第6表のように生産規模別に

みても，年間カラマツ製材量が500m3以下の工場数が

全体の65％強あるなど，これまでの調査結果と同様に

カラマツ製材の小規模さを示している。

　カラマツ挽き立て工場一工場あたりの平均年間製材

生産量は約2,000m3で，うち645m3がカラマツ材とな

っている。その比率は31％で前年度の47％をかなり下

回っている。

　つぎに，カラマツ挽き立て比率別の生産規模別工場

数の分布を第7表に示したが，概して生産規模の小さ

い工場のカラマツ挽き立て比率が低く，大規模工場の

挽き立て比率が高い傾向を示している。

第9表　製材用カラマツ素材の径級別割合（％）

第7表　カラマツ製材生産規模別・カラマツ挽立比率別工場数

第8表　製材用カラマツ素材入手量（m3）

第10表　カラマツ原木消費量・製材生産量及び出荷量（m3）

　2．2　製材用カラマツ素材の入荷量
　49年度中に製材工場が製材原料として入手したカラ
マツ素材の総量は，48年度のおよそ66％，15万m3で
ある。これを地域別にみると，自支庁管内からの入手
がほとんどで，13.8万m3と全量の92％を占める。

場あたりの平均カラマツ製材量が1,000～2,000m3と

全道平均をかなり上回っている。

　第12表にカラマツ製材の用途別，仕向先別，地域別

出荷量を示したが，出荷量のほぼ60％が道外へ移出さ

れており，そのほとんどが商社・集荷業者扱いとなっ
ている。したがって仕向先別には，商社・集荷業者扱

　製材用原木の入手量を林野別に示すと第8表のとお

りである。また，径級別割合は従来の傾向と変りなく

第9表のようになっている。

　2．3　カラマツ製材の生産量及び出荷量

　第10表にカラマツ原木消費量，製材生産量及び製材

出荷量の年度別推移を示したが，49年度は素材と同様

に大幅な落ち込みを見せている反面

輸入カラマツ量が増加の傾向を示し

ており注目される。

　支庁別のカラマツ挽き立て工場数

及び製材生産量・出荷量は第11表の

とおりである。後志・檜山・渡島・

胆振・十勝・網走支庁管内に工場数

が多く，生産・出荷量は，素材の主

産地である網走・十勝・上川支庁管

内に多い。全生産量のほぼ70％をこ

の3支庁管内の工場で占め，一工
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いが多く，直販がこれについでいる。
　道外移出の8割に近い量が比較的地場消費の少ない
網走・十勝支庁管内の出荷量で占められ，ダンネー
ジ，梱包材として主に京浜地方へ移出されている。
　道内需要では，半分近くを建築用構造材が占め，仮
設材，製函由材・仕組板などの用途が多くなっている。

　むすび
　この調査では，他にカラマツ素材及び製材の需給，

流通，価格などについての問題点の提起を求めている

が，利用可能な令級が少なく，生産費を要する反面，

製品の価格が安いという特徴的な姿に集約できる。な

お，カラマツ素材及び製材の価格についても調査され

ているが，価格変動の幅が大きく割愛した。

　　　　　　　　　　　　　－指導部　調査科－

　　　　　　　　　  　（原稿受理　50.10.22）


